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This paper aims to illuminate how the rule of law is understood in international 
peace-building activities by looking at the case of Bosnia and Herzegovina. The case is 
selected since the European countries and the United States that are leading 
peace-building in Bosnia and Herzegovina have a distinct tendency to emphasize the 
rule of law in the context of peace-building. While there are more various international 
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organizations that are given peace-building tasks by the Dayton Peace Agreement of 
1995, the paper focuses on the Office of High Representative, the Organization of 
Security and Cooperation in Europe, the UN’s and EU’s police missions, as they have 
leading roles in rule-of-law related activities. The paper finds that the rule of law is now 
recognized more important than before. The paper argues that it is because democracy 
has lost importance as a peace-building strategy. In Bosnia and Herzegovina where 
ethnicity-based forces have kept power through the post-conflict elections, democracy 
does not appear to be an effective tool for peace-building. The rule of law is understood 
as a strategy to develop the remedies which democracy may fail to create and is 
expected to pave the way for more solid peace. 
 































































































１A 軍事 NATO 軍（ Implementation Force: IFOR）（ 1996 年より
Stabilization Force: SFORと改称） 




３ 選挙 OSCE 
４ 憲法 欧州人権裁判所、国際通貨基金（IMF） 
５ 調停  
６ 人権 OSCE、欧州評議会、UNHCR、欧州人権裁判所 
７ 難民・国内避難民 UNHCR 
８ 国家遺産 UNESCO 
９ 公共事業 欧州復興開発銀行 
１０ 文民行政 OHR 
１１ 国際警察 国連（International Police Task Force: IPTF [United Nations 




















上級代表在職期間 1996年 1月～1997年 4月）は、強権的な行動を避け、国内の
政治勢力の調整役に徹する態度を見せていた。しかしカルロス・ウェステンド





グ・ペトリシュ（Wolfgang Petrisch）（オーストリア外交官、在職期間 1999年 8
月～2002年 5月）も、同様の態度をとった。 
上級代表の強権的な行動は、1997 年 9 月の市町村議会選挙の直前に、スルプ
スカ共和国の公共放送「スルプスカ・ラジオTV（当時）」を民族主義政党「セル







送していた。そこで 1997年 5月 30日、ポルトガルのシントラで開催された「和
平履行評議会（Peace Implementation Council: PIC）」運営委員会閣僚級会合で、上
級代表が和平合意の精神に反した番組をカットしたり放送停止処分にしたりす
る権限を持つことが確認された5。そこで上級代表から繰り返し出された警告を
無視した同放送局を、SFORが 1997 年 10 月 1 日に占拠し、放送を中断させた。
これに対して同放送局が、スルプスカ共和国のジャーナリスト連合に対しスト






















































































の改革、旧ユーゴスラビア国際刑事法廷（International Criminal Tribunal for Former 
Yugoslavia: ICTY）への協力などの諸点との関連で、初期の報告書でも部分的に
なされた。 
第二代上級代表ウェステンドルプは、1998 年 10 月の上級代表『第 11回報告



































プログラム（Judicial System Assessment Program: JSAP）を引き継ぐものとして、




























度・検察改革ユニット（Criminal Institutions and Prosecutorial Reform Unit: CIPRU）」、




















2002 年 12 月にPICが承認したアシュダウンの「ミッション履行計画」は、新
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が、そのために必要な中核的な作業として四つの項目があげられた。その筆頭
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な裁判への権利を被疑者が持っていること、である31。 
このように意味づけられた「法の支配」を達成するために、OSCEは、刑事法































ニア＝ヘルツェゴビナ・ミッション（United Nations Mission in Bosnia and 
Herzegovina: UNMIBH）が設立された。UNMIBHは国連機関の諸活動を調整する
役目も持っていたが、その中核的な機能は国際警察タスクフォース（International 
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事項について特別に訓練を施すユニットの設立および他機関による司法・法制
度改革の支援40、あるいは独自の裁判所監視システムの確立などである41。 
これにともなって 1996 年に UNMIBH 内の人権事務所は、現地法執行要員に
よる人権侵害を捜査し、矯正手段をとる権限を得ることになった。1998 年には
現地裁判所システムを監視・評価する目的で「司法システム評価計画（Judicial 
System Assessment Program: JSAP）」が設立された（2000年末に OHR内の独立司
法委員会が吸収）。警察と刑事法システムとの協力関係を促進する目的では、刑
事法助言ユニット（Criminal Justice Advisory Unit）が作られた。 


















合警察ミッション（European Union Police Taskforce: EUPM）が引き継いだ43。
EUPMは、ヨーロッパ安全保障・防衛政策の下で実施された最初の文民の危機管
理組織である。そのミッション・ステートメントによれば、EUPMは「より広い

























































































































3 セルビア人勢力が最終的にデイトン合意を受諾した背景としては、95 年 9 月の和平会議
において、セルビア人側が一方的に宣言したものとされていた「スルプスカ共和国」が国
際的に認められたこと、同年夏以降のNATOの激しい空爆によりセルビア人勢力が弱体化し
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